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　よって，Q�が奇数のとき，$�%�は奇数となる。

　ゆえに，$�と�%�の偶奇は異なるから，$�と�%�は等しくない。
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　Q�が偶数のとき，Q��Q 
�� �は偶数となり，�%�も偶数であるから，

　$�% �は偶数となる。

　すなわち，$�と�%�の差は偶数である。

���　Q ��のとき，カードは���から���までの���枚である。
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　よって，求める確率は　　
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�\L �を展開して整理すると　　�D[ 
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　これの実部は�D[�E\，虚部は�E[�D\�であるから， �/ ， �/ �はそれぞれ次の等式を満

　たす点�� 
[，\ �全体の集合である。

　　　 �/ ：D[�E\ �　……�①　　　　 �/ ：E[�D\ ��　……�②

　 �D � �E !��であるから，D ��かつ�E ��とはならない。

　したがって， �/ �と� �/ �はともに直線である。
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　　ゆえに， �/ �と� �/ �は互いに垂直である。

　以上から， �/ �と� �/ �は互いに垂直である。

U　 �/ �の法線ベクトル��D， 
�E �と� �/ �の法線ベクトル�� 
E，D �の内積が���になることを

　示してもよい。
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